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第5章　市場の機能と「失敗」の理由：

市場の失敗：

· 外部性や資源の価値さえ正当に判断されれば自由市場に任せて本当にうまく機能するのか？（小山）⇒非効率的
· 実際に「市場の失敗」が起こっているということは、生産者が本当に適切な生産をしていないからであると述べられているが、一般的に企業は利潤を考える際、どの程度の外部性を意識しているのか。（田中）⇒企業が認識できないので、政府が情報収集し、外部費用を推測する
内部化の方法：
· 生産者が希少環境資源を過剰利用しないようにするためには、政府がどのような介入を行ったらいいのですか。（奥村）

· P72からP73で、ある企業が利潤最大化のために、環境に対して被害を与えるとすれば、これを止める方法として、具体的に何がありますか？（松本）

· 市場の失敗は外部費用を企業に負わせることで防ぐことができる。とのことですが、実際、現状はどうなっているのでしょうか？（伊崎慶介）

· はじめの「市場の重要性と効率性」のところで、世界の資源の大部分が市場型経済で利用されているためにこの市場型経済では世界の汚染をかなりの比率で引き起こしていることになるとある。これは、この型の経済システムにおける生産者が環境資源を過剰利用していることを反映していると思われるが、あなたなら計画経済ではない市場経済でどのようにして生産者の資源の過剰利用を抑制しますか？自分なりの政策を考えて下さい。（田手）

· 企業は、内部費用は支払っているが、環境悪化に関連する外部費用を支払っていません。これは、このままでよいのですか？外部費用の支払いをさせることで市場の失敗を防げると思うのですが、どのようにお考えですか？（清水）⇒内部化：規制、課税など
内部化の負担・程度：

· 外部費用の内部化をするときに、企業はその費用の分を商品などの価格に足して、結局は、消費者が負担をしなければいけないのですか？（尾崎）

· どの企業も利潤最大を目指しているがどのくらいの費用や効率性が適切か？またどのように決めるのか？（三浦）

· 1）社会的決定ルールを確立する事は、これから必要不可欠（あたりまえ）だと思う。しかしこれらは結果、企業の利潤を減らし、経済を停滞させる要因になるため、利潤を最大化する今の自由市場経済からすればわかっていても簡単にはできないと思いますが、どうですか？⇒社会的余剰：外部性＜内部化⇒政府の介入（規制、課税）：正当化
2）この章全体で感じた事は市場経済は極めて利己主義的で、己の利潤を最大化するためには環境、社会に費用をかけてでも利益を追求する（手段を選ばない）という事だ。今の経済はそうやって発展してきたのであろうが、少なくともこれからは許される事ではないと感じた。問題の外部費用であるが、p. 75にもあったように、経済の発展が鈍ってでも「社会的決定ルール」を必要な環境資源に早急に確立し、環境資源の経済的価値を適切に評価するべきであると思った。（感想）（川又）

環境評価：

· 多くの環境資源は貴重であるのになぜ価格がつけられることはほとんどなかったと思いますか？（山崎）⇒稀少ではない、オープンアクセス可能⇒お金を支払わない
· 企業は価格を持たない環境資源を使い環境を破壊しても責任をとっていない。価格のない資源をどのように扱うべきか？（入江）
· 市場での貨幣評価づけの見通しを良くするにはどうすればいいのか？（大埜）⇒価値≠価格の認識、貨幣価値でどのように評価するのかその方法を模索する必要あり

その他：
· Box5.5に生産量がQaを越すと、廃棄量は環境浄化能力を超え、外部費用（汚染による被害）が社会に課せられるとしています。これは正しいと思いますが、浄化能力の機能を使っているだけでも費用とみなされる方がいいのではないでしょうか？（大八木）

⇒浄化能力内：費用はかからないと考える（自然の循環）

· 公共財は私的財にくらべて、市場に対してどのくらいの利潤を生んでいるのですか？（八木）⇒私的に供給できない場合、政府が供給⇒単純に利潤を比較できない
意味・用語：

· 限界量と限界収入、限界費用がよくわからないです。（市村、大埜）

· 限界純私的利益とは何ですか？（植田）⇒限界収入-限界費用
· ある資源に対してすすんで支払おうとする経済主体は、その資源のもたらす利益を他の全ての人に与えないように、資源が細分されることを保障される。とあるが、資源が細分されるとはどういうことですか？（宮腰）⇒費用負担しない人をその利用から排除する⇒私的化
第6章　政府の失敗：

政府の失敗の例・原因：認知・実行・効果の遅れ

· 日本で実際に起こった政府の失敗にはどんなものがありますか？（大埜）

· なぜ、政府自身が環境破壊の原因となってしまったのか。（伊崎三由紀）
· 政府がとる行動に対して起りうる結果が予測できるだけの正確な情報を手に入れることができずに経済とは逆に環境を破壊してしまったとあるが政府はどのようにして情報を集めそれを利用しているのか？（宮腰）⇒住民などに被害の程度や科学的な検証により情報収集を行うが、完全には収集できない。住民の被害額より情報収集費用が膨大になる恐れがある場合、政策を取れないこともある。⇒効率的

· この章では主に政府の介入の問題が取り上げられていると思われます。政府が外部性の影響を被る人々を保護するために市場に介入すると書いてありますが、実際政府はある基準なり制度によって行動に出るときにはかなりの時間掛かりどうしても行動が遅れていると思われます。このことに関してあなたならどのような政策、または考えがありますか？（田手）

価格政策の是非：効率性のみではなく、食料の安定供給も政策目標⇒賛成派
· P. 85の5列目で社会全体に純費用をかけてしまう「政府の失敗」の一例であると書かれています。また6列目では、共通農業政策を実施すると、消費者は自由市場で成立する価格よりも高い価格を支払うことになるので、厚生が低下する。とも書かれています。
しかし、この農業政策は単にある集団のみを保護しているのではなく、市民全体を保護しているとも考えられます。なぜなら、有る作物の収穫が多く世界価格の中心となるような国で、戦争や冷害などの影響により収穫量に変化が起きた場合、市民への食料供給はストップしてしまうからです。そのような条件のもとでは、上で述べた”厚生の低下”がさらに低下してしまうのではないでしょうか？（大八木） 

価格政策の是非：レントシーキングの問題⇒反対派

· 発展途上国におけるレントシーキングを打破するために、くには補助金を見直さなくてはならない（善意でも低料金はダメ）（感想）　（川又）

価格政策の是非：中立派

· 農業の保護をするのはいいんですけど、過剰な保護は過剰な生産を生み、ひいては環境にも影響を与え、政府の失敗となるので、適切な生産量を決めたりしたらいいと思うんですけど、どう思いますか？（奥村）

政府の失敗の改善策：

· 政府に依存的な立場にある私たちは、政府の介入、失敗を受け止め、妥協するしかないのでしょうか？ぜひとも失敗の例を今後に活かしてほしいものです。（伊崎慶介）

· 政府が事業などを失敗しても隠蔽されてしまうことに対してどう思いますか？（八木）

· 政府が政策を出して環境問題を解決していかなければならないのに、政府自身が環境悪化の原因となっています。どのようにすれば「政府の失敗」を改善することができますか？具体的にどのような政策がよいのですか？（清水）

· 政府の政策が、かえって環境を破壊してしまうことが、政府の失敗だとあります
が、これを防ぐにはどうすれば良いと思いますか？（松本）

· 政府のこれからの環境対策を考えるにあたり消費者や市場はどう行動すべきか？（三浦）⇒政府を選択（投票による）
· 重要な役割を担う政治家・官僚の、情報、理解の不備、また意識の問題がP. 80のL27～P81のL16にあるが、これは環境において重要であると記されているが、どうすればよいのか。（川又）⇒政府も完全ではないことを認識し、ミスがあることを想定した対応策を検討。モニタリングのためには情報公開が必要。

· 1）戦略的行動（政治の経済理論）：政治家⇒選挙によって、官僚⇒業務評価（業務評価  基準や責任の所在を明確にし、外部による評価や罰則を設ける）によって是正

2）完全でない⇒失敗があることを想定し、直ぐに対処できるようなシステムの構築

その他：

· 政府の失敗ということで私見になりますが、政府のとってきた公共事業などはしばしば環境の価値を無視し、市民の意見も反映されずになされてきたところは否定できません。これから環境の評価は絶対必要だと思いますが、どうしていくべきか。→（専門家を交えて市民の意思が反映される制度・評価方法の確立が必要と思いますが・・）（川又）⇒環境価値をも評価し、費用・便益分析し、便益＞費用であれば実施
· 現に、環境問題を引き起こしているのは主に先進国が要因だと思われがちだが、本論には途上国にも責任があると述べられている。今後、途上国が経済発展を保ちながら環境問題を改善していくことは可能か。（田中）⇒発展の仕方によっては可能
用語・意味：

· レント・シーキングの意味がわかりません。（大埜、小山）

· 機会費用価値とはなんのことですか？（市村）

· 灌漑農業の計画におけるところで、総費用の回収率が最高でも約20％とありますが、残りの80％は誰が負担することになるのですか？（尾崎）⇒税金：国民
· P. 88の《エネルギー》の部分で補助金は政府収入を枯渇させるという部分があるんですけど、補助金と政府収入をどのような位置付けで捉えていいのかわからない。（植田）
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